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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両のドアパネルに固定されるワイヤ式ウインドレギュレータであって、
　ウインドガラスが固定されるスライダベースを昇降自在に案内するガイドレールと、
　前記スライダベースを駆動ワイヤを介して前記ガイドレールに沿って昇降させるワイヤ
駆動機構と、
　前記ガイドレールの上端部及び下端部の少なくとも一方に設けられた、前記駆動ワイヤ
が巻回され、前記駆動ワイヤの配索方向を変えるワイヤガイド部材と、
　を有し、
　前記ワイヤガイド部材は、固定部材を支持し、
　前記ガイドレールは、前記固定部材が挿通され、
　前記固定部材は、前記ガイドレール及び前記ワイヤガイド部材を前記車両のドアパネル
に固定し、
　前記ガイドレール、前記車両のドアパネル及び前記固定部材は金属であり、前記固定部
材は、前記ワイヤガイド部材に支持されて前記ガイドレールの一方の端部に当接し、前記
ガイドレールと前記車両のドアパネルが当接している、
　ことを特徴とするワイヤ式ウインドレギュレータ。
【請求項２】
　前記ガイドレールは、その表裏面が前記車両のドアパネルと前記固定部材に挟まれた状
態で当接している、
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　ことを特徴とする請求項１に記載のワイヤ式ウインドレギュレータ。
【請求項３】
　車両のドアパネルに固定されるワイヤ式ウインドレギュレータであって、
　ウインドガラスが固定されるスライダベースを昇降自在に案内するガイドレールと、
　前記スライダベースを駆動ワイヤを介して前記ガイドレールに沿って昇降させるワイヤ
駆動機構と、
　前記ガイドレールの上端部及び下端部の少なくとも一方に設けられた、前記駆動ワイヤ
が巻回され、前記駆動ワイヤの配索方向を変えるワイヤガイド部材と、
　を有し、
　前記ワイヤガイド部材は、固定部材を支持し、
　前記ガイドレールは、前記固定部材が挿通され、
　前記固定部材は、前記ガイドレール及び前記ワイヤガイド部材を前記車両のドアパネル
に固定し、
　前記ガイドレールは、車両前後方向に離間し、車幅方向に延びる一対の縦壁部を有し、
前記ワイヤガイド部材は、前記固定部材を支持する支持部を有し、前記支持部は、前記ガ
イドレールの前記一対の縦壁部に当接している、
　ことを特徴とするワイヤ式ウインドレギュレータ。
【請求項４】
　車両のドアパネルに固定されるワイヤ式ウインドレギュレータであって、
　ウインドガラスが固定されるスライダベースを昇降自在に案内するガイドレールと、
　前記スライダベースを駆動ワイヤを介して前記ガイドレールに沿って昇降させるワイヤ
駆動機構と、
　前記ガイドレールの上端部及び下端部の少なくとも一方に設けられた、前記駆動ワイヤ
が巻回され、前記駆動ワイヤの配索方向を変えるワイヤガイド部材と、
　を有し、
　前記ワイヤガイド部材は、固定部材を支持し、
　前記ガイドレールは、前記固定部材が挿通され、
　前記固定部材は、前記ガイドレール及び前記ワイヤガイド部材を前記車両のドアパネル
に固定し、
　前記ワイヤガイド部材は、前記ガイドレールの一方の端部が挿入される挿入部を有し、
前記挿入部は、前記ガイドレールの挿入方向に延びる、挿入された前記ガイドレールと線
状に接触する複数のリブを有する、
　ことを特徴とするワイヤ式ウインドレギュレータ。
【請求項５】
　車両のドアパネルに固定されるワイヤ式ウインドレギュレータであって、
　ウインドガラスが固定されるスライダベースを昇降自在に案内するガイドレールと、
　前記スライダベースを駆動ワイヤを介して前記ガイドレールに沿って昇降させるワイヤ
駆動機構と、
　前記ガイドレールの上端部及び下端部の少なくとも一方に設けられた、前記駆動ワイヤ
が巻回され、前記駆動ワイヤの配索方向を変えるワイヤガイド部材と、
　を有し、
　前記ワイヤガイド部材は、固定部材を支持し、
　前記ガイドレールは、前記固定部材が挿通され、
　前記固定部材は、前記ガイドレール及び前記ワイヤガイド部材を前記車両のドアパネル
に固定し、
　前記ワイヤガイド部材は、前記ワイヤガイド部材に支持された前記固定部材を抜け止め
する弾性係止部材を有する、
　ことを特徴とするワイヤ式ウインドレギュレータ。
【請求項６】
　前記ガイドレールは、前記ガイドレールの上端部及び下端部の少なくとも一方が開放さ
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れたスリットを有し、前記スリットに前記固定部材が挿通される、
　ことを特徴とする請求項１から請求項５のいずれかに記載のワイヤ式ウインドレギュレ
ータ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ワイヤ式ウインドレギュレータに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ワイヤ式ウインドレギュレータは、長手方向に延びるガイドレールと、このガイドレー
ルに昇降自在に支持され且つウインドガラスが支持されるスライダベースと、このスライ
ダベースをガイドレールに沿って昇降駆動するための駆動ワイヤと、この駆動ワイヤを駆
動する駆動機構とを有している。ガイドレールの上下端部近傍には、上下のワイヤガイド
部材が備えられている。
【０００３】
　このような従来のワイヤ式ウインドレギュレータでは、スライダベース（ガラス）が昇
降する際に、ワイヤガイド部材を介してガイドレールの上下端部に変形（おじぎ変形）さ
せようとする力が加わる。このおじぎ変形力は、ガラスの昇降端において最大となる。こ
のため、従来、上下のワイヤガイド部材を車両のドアパネル（インナパネル）に固定する
ことが行われていた（特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１２-２３３３２７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１では、ガイドレールは車両のドアパネルに固定されておらず
、車両のドアパネルに固定された上下のワイヤガイド部材に嵌合しているだけある。その
ため、ガラスを昇降させる際にガイドレールに加わる力をワイヤガイド部材でのみ支持し
ているので、ワイヤガイド部材が変形するなどのおそれがあった。
【０００６】
　本発明は、ガイドレールとワイヤガイド部材を同時に車両のドアパネルに固定すること
ができるワイヤ式ウインドレギュレータを得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明のワイヤ式ウインドレギュレータは、車両のドアパネルに固定されるワイヤ式ウ
インドレギュレータであって、ウインドガラスが固定されるスライダベースを昇降自在に
案内するガイドレールと、前記スライダベースを駆動ワイヤを介して前記ガイドレールに
沿って昇降させるワイヤ駆動機構と、前記ガイドレールの上端部及び下端部の少なくとも
一方に設けられた、前記駆動ワイヤが巻回され、前記駆動ワイヤの配索方向を変えるワイ
ヤガイド部材と、を有し、前記ワイヤガイド部材は、固定部材を支持し、前記ガイドレー
ルは、前記固定部材が挿通され、前記固定部材は、前記ガイドレール及び前記ワイヤガイ
ド部材を前記車両のドアパネルに固定し、前記ガイドレール、前記車両のドアパネル及び
前記固定部材は金属であり、前記固定部材は、前記ワイヤガイド部材に支持されて前記ガ
イドレールの一方の端部に当接し、前記ガイドレールと前記車両のドアパネルが当接して
いる、ことを特徴とする。
　前記ガイドレールは、その表裏面が前記車両のドアパネルと前記固定部材に挟まれた状
態で当接していてもよい。
　本発明のワイヤ式ウインドレギュレータは、車両のドアパネルに固定されるワイヤ式ウ
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インドレギュレータであって、ウインドガラスが固定されるスライダベースを昇降自在に
案内するガイドレールと、前記スライダベースを駆動ワイヤを介して前記ガイドレールに
沿って昇降させるワイヤ駆動機構と、前記ガイドレールの上端部及び下端部の少なくとも
一方に設けられた、前記駆動ワイヤが巻回され、前記駆動ワイヤの配索方向を変えるワイ
ヤガイド部材と、を有し、前記ワイヤガイド部材は、固定部材を支持し、前記ガイドレー
ルは、前記固定部材が挿通され、前記固定部材は、前記ガイドレール及び前記ワイヤガイ
ド部材を前記車両のドアパネルに固定し、前記ガイドレールは、車両前後方向に離間し、
車幅方向に延びる一対の縦壁部を有し、前記ワイヤガイド部材は、前記固定部材を支持す
る支持部を有し、前記支持部は、前記ガイドレールの前記一対の縦壁部に当接している、
ことを特徴とする。
　本発明のワイヤ式ウインドレギュレータは、車両のドアパネルに固定されるワイヤ式ウ
インドレギュレータであって、ウインドガラスが固定されるスライダベースを昇降自在に
案内するガイドレールと、前記スライダベースを駆動ワイヤを介して前記ガイドレールに
沿って昇降させるワイヤ駆動機構と、前記ガイドレールの上端部及び下端部の少なくとも
一方に設けられた、前記駆動ワイヤが巻回され、前記駆動ワイヤの配索方向を変えるワイ
ヤガイド部材と、を有し、前記ワイヤガイド部材は、固定部材を支持し、前記ガイドレー
ルは、前記固定部材が挿通され、前記固定部材は、前記ガイドレール及び前記ワイヤガイ
ド部材を前記車両のドアパネルに固定し、前記ワイヤガイド部材は、前記ガイドレールの
一方の端部が挿入される挿入部を有し、前記挿入部は、前記ガイドレールの挿入方向に延
びる、挿入された前記ガイドレールと線状に接触する複数のリブを有する、ことを特徴と
する。
　本発明のワイヤ式ウインドレギュレータは、車両のドアパネルに固定されるワイヤ式ウ
インドレギュレータであって、ウインドガラスが固定されるスライダベースを昇降自在に
案内するガイドレールと、前記スライダベースを駆動ワイヤを介して前記ガイドレールに
沿って昇降させるワイヤ駆動機構と、前記ガイドレールの上端部及び下端部の少なくとも
一方に設けられた、前記駆動ワイヤが巻回され、前記駆動ワイヤの配索方向を変えるワイ
ヤガイド部材と、を有し、前記ワイヤガイド部材は、固定部材を支持し、前記ガイドレー
ルは、前記固定部材が挿通され、前記固定部材は、前記ガイドレール及び前記ワイヤガイ
ド部材を前記車両のドアパネルに固定し、前記ワイヤガイド部材は、前記ワイヤガイド部
材に支持された前記固定部材を抜け止めする弾性係止部材を有する、ことを特徴とする。
　前記ガイドレールは、前記ガイドレールの上端部及び下端部の少なくとも一方が開放さ
れたスリットを有し、前記スリットに前記固定部材が挿通されてもよい。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明のワイヤ式ウインドレギュレータによれば、同一の固定部材によりガイドレール
とワイヤガイド部材を同時に車両のドアパネルに固定することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本実施形態によるワイヤ式ウインドレギュレータの車外側から見た正面図である
。
【図２】同車内側から見た背面図である。
【図３】図１のワイヤ式ウインドレギュレータのガイドレール下端部と、該ガイドレール
に装着されるロアワイヤガイド部材単体の斜視図である。
【図４】同ガイドレール下端部にロアワイヤガイド部材を車内側から見た正面図である。
【図５】図４のV－V線に沿う断面図である。
【図６】図４のＶI－ＶI線に沿う断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明のワイヤ式ウインドレギュレータ１０の実施形態について説明する。図１
に示すように、ワイヤ式ウインドレギュレータ１０は、長尺部材であるガイドレール２０
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を有している。このガイドレール２０は、長手方向に位置を異ならせて設けられたブラケ
ット２０Ａ（一方のみ図示）を介して、車両のドアパネル（図示略）の内部に取り付けら
れる。ガイドレール２０は、車両のドアパネルへの取付状態で、長手方向を概ね車両の高
さ方向に向けて配置される。ガイドレール２０、ブラケット２０Ａ及び車両のドアパネル
は金属材料により形成されている。
【００１５】
　ワイヤ式ウインドレギュレータ１０は、ガイドレール２０に昇降自在に支持され且つウ
インドガラス（図示略）が支持されるスライダベース（ガラスキャリア）３０を有してい
る。このスライダベース３０には一対の駆動ワイヤＷ１、Ｗ２のそれぞれの一端のワイヤ
エンドＷ１Ｅ、Ｗ２Ｅが接続されている。
【００１６】
　ガイドレール２０の長手方向の上端近傍には駆動ワイヤＷ１の配索方向を変えるワイヤ
ガイド部材としてプーリブラケット４０が固定されており、このプーリブラケット４０上
にガイドプーリ４２がプーリ支持軸４４を介して回転可能に支持されている。駆動ワイヤ
Ｗ１は、スライダベース３０からガイドレール２０に沿って該ガイドレール２０の上方向
に延び、ガイドプーリ４２の外周面上に形成したワイヤガイド溝によって支持される。駆
動ワイヤＷ１の進退に応じて、ガイドプーリ４２はプーリ支持軸４４を中心として回転す
る。
【００１７】
　ガイドレール２０の長手方向の下端近傍にはワイヤガイド部材５０が設けられている。
駆動ワイヤＷ２は、スライダベース３０からガイドレール２０に沿って該ガイドレール２
０の下方向に延びて、駆動ワイヤＷ２の配索方向を変えるワイヤガイド部材としてのワイ
ヤガイド部材５０に案内される。ワイヤガイド部材５０は、ガイドレール２０に対して固
定されており、ワイヤガイド部材５０に形成したワイヤガイド溝５４に沿って進退可能に
駆動ワイヤＷ２が支持される。
【００１８】
　ガイドプーリ４２から出た駆動ワイヤＷ１は、管状のアウタチューブＷ１Ｔ内に挿通さ
れ、アウタチューブＷ１Ｔが接続されるドラムハウジング６０内に設けた駆動ドラム７０
に巻回される。ワイヤガイド部材５０から出た駆動ワイヤＷ２は、管状のアウタチューブ
Ｗ２Ｔ内に挿通され、アウタチューブＷ２Ｔが接続されるドラムハウジング６０内に設け
た駆動ドラム７０に巻回される。
【００１９】
　ドラムハウジング６０に対してモータユニット８０が取り付けられる。モータユニット
８０は、駆動ドラム７０を回転させる駆動モータ及びギヤボックス（図示せず）を有して
いる。
【００２０】
　アウタチューブＷ１Ｔは、一端がプーリブラケット４０に接続され、他端がドラムハウ
ジング６０に接続され、このように両端位置が定められたアウタチューブＷ１Ｔ内で駆動
ワイヤＷ１が進退可能となっている。アウタチューブＷ２Ｔは、一端がワイヤガイド部材
５０に接続され、他端がドラムハウジング６０に接続され、このように両端位置が定めら
れたアウタチューブＷ２Ｔ内で駆動ワイヤＷ２が進退可能となっている。
【００２１】
　ドラムハウジング６０は車両のドアパネル（図示略）に固定される。モータユニット８
０内のモータの駆動力によって駆動ドラム７０が正逆に回転すると、駆動ワイヤＷ１と駆
動ワイヤＷ２の一方が駆動ドラム７０への巻回量を大きくし、他方が駆動ドラム７０から
繰出されて、駆動ワイヤＷ１と駆動ワイヤＷ２の牽引と弛緩の関係によってスライダベー
ス３０がガイドレール２０に沿って移動する。スライダベース３０の移動に応じてウイン
ドガラス（図示略）が昇降する。
【００２２】
　以上の基本構成を有するワイヤ式ウインドレギュレータ１０におけるガイドレール２０
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とワイヤガイド部材５０の詳細を図３以下で説明する。ガイドレール２０は、図３及び図
６に示すように、ハット状断面をなすもので、車内側と車外側の車両前後方向レール部２
１と２２、該車両前後方向レール部２１と２２を接続する前後位置規制レール部（縦壁部
）２３、及び車両前後方向レール部２２の前後位置規制レール部２３とは反対側の端部か
ら車外側に延びるフック状レール部２４を備えている。フック状レール部２４は、車両前
後方向レール部２２から離れるに従って前後位置規制レール部２３との距離を広げる、車
両前後方向及び車幅方向に対して共に傾斜する傾斜部（縦壁部）２４ａと、車両前後方向
レール部２１と平行をなす前後方向レール部２４ｂとを備えている。
【００２３】
　このガイドレール２０には、その車両前後方向レール部２２の下端部に、下端部が開放
され上方に延びるスリット２５が形成されている。このスリット２５の上端部は、半円形
部２５ａを構成している。
【００２４】
　ワイヤガイド部材５０は、合成樹脂材料の成形品からなるもので、以上のガイドレール
２０を挿入する挿入部（溝）５１と、金属ボルト（固定部材）９０の支持部５２と、アウ
タチューブＷ２Ｔの先端部を挿入するチューブ挿入筒部５３と、チューブ挿入筒部５３（
アウタチューブＷ２Ｔ）の軸線を含む面と同一平面上を正面円弧状に延びるワイヤガイド
溝５４と、スライダベース３０の下降端を規制する規制部（面）５５と、ワイヤガイド溝
５４に駆動ワイヤＷ２を嵌める（係合させる）前に、駆動ワイヤＷ２を仮保持する外れ防
止爪５６と、を有している。チューブ挿入筒部５３には、駆動ワイヤＷ２を挿入するスリ
ット５３ａが形成されている。
【００２５】
　挿入部５１は、ガイドレール２０のフック状レール部２４を挿入するもので、傾斜部２
４ａの傾斜に対応する傾斜を有する傾斜部５１ａと、前後方向レール部２４ｂに対応する
前後方向部５１ｂとを有し、その内面には、上下方向（ガイドレール２０の挿入方向）に
延びる、挿入されたガイドレール２０と線状に接触する複数条の接触リブ（リブ）５１ｃ
が形成されている。複数の接触リブ５１ｃは、挿入部５１に挿入されたガイドレール２０
のフック状レール部２４（傾斜部２４ａ、前後方向レール部２４ｂ）を表裏面から弾性的
に挟圧保持する。
【００２６】
　支持部５２は、下端部及びガイドレール２０の車両前後方向レール部２２側の面が開放
され、上端部が閉塞部５２ａ（図５）で閉塞された有底溝５２ｂからなっている。すなわ
ち、有底溝５２ｂは、図６に示すように、挿入部５１に挿入したガイドレール２０の車両
前後方向レール部２２と対向する（平行をなす）車両前後方向壁５２ｂ１と、この車両前
後方向壁５２ｂ１の前後方向の両端部から車内側に延びる車幅方向壁５２ｂ２と、を有し
ている。そして、この一対の車幅方向壁５２ｂ２の先端部（車両前後方向壁５２ｂ１の反
対側の端部）の間は開放されていて、この開放部に、挿入部５１に挿入されたガイドレー
ル２０の車両前後方向レール部２２が位置している。車幅方向壁５２ｂ２の車内側の端面
は、車両前後方向レール部２２と接触し、車両前後方向レール部２２の車内側の面は、露
出する。また、一対の車幅方向壁５２ｂ２のうち、ガイドレール２０の前後位置規制レー
ル部２３側に位置する車幅方向壁５２ｂ２には、上下方向に延びて前後位置規制レール部
２３と当接する補強リブ５２ｅが形成されている。
【００２７】
　車両前後方向壁５２ｂ１には、図４、図５に示すように、下端部が開放された一対のス
リット５２ｂ３により、抜止弾性腕５２ｃが形成されており、この抜止弾性腕５２ｃの下
端部には、有底溝５２ｂの内方に突出する抜止鉤部５２ｃ１（図５）が形成されている。
また、支持部５２には、抜止弾性腕５２ｃの下方に位置させて、車両前後方向壁５２ｂ１
と傾斜部５１ａとを連結する補強リブ５２ｄ（図３、図４、図５）が突出形成されている
。
【００２８】
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　金属ボルト９０は、締結頭部９１と雄ねじ部９２を有している。締結頭部９１は、平面
視正方形（矩形）をなしており、その一側面の中心部から雄ねじ部９２が突出している。
支持部５２の一対の車幅方向壁５２ｂ２の間隔Ｄ（図６）は、この金属ボルト９０の締結
頭部９１の前後方向幅ｄ（図３、図６）と対応しており、閉塞部５２ａの内面５２ａ１（
図５）と抜止弾性腕５２ｃの抜止鉤部５２ｃ１の間隔Ｈ（図５）は、締結頭部９１の上下
方向幅ｈ（図３、図５）と対応している。
【００２９】
　金属ボルト９０の締結頭部９１は、ガイドレール２０がワイヤガイド部材５０の挿入部
５１に挿入された状態で、有底溝５２ｂ内に下方から挿入されている。この挿入の際、金
属ボルト９０の雄ねじ部９２は、ガイドレール２０の下端部のスリット２５に嵌められ、
締結頭部９１は抜止弾性腕５２ｃを撓ませながら有底溝５２ｂ内に嵌められ、挿入完了状
態では、抜止鉤部５２ｃ１が締結頭部９１の下端部に係合して金属ボルト９０の脱落を防
止する。このとき、雄ねじ部９２はスリット２５の半円形部２５ａに沿う。そして、この
ように有底溝５２ｂ内に金属ボルト９０の締結頭部９１を挿入した状態では、締結頭部９
１の車内側の面は、挿入部５１に挿入したガイドレール２０の車両前後方向レール部２２
の車外側の面と接触する（図５、図６）。なお、締結頭部９１の車内側の面の縁部には、
面取り９１ａが施されており、閉塞部５２ａ及び有底溝５２ｂには、この面取り９１ａ内
に位置するリブ５２ａｒ及び５２ｂｒが形成されている。この面取り９１ａ及びリブ５２
ａｒと５２ｂｒは、有底溝５２ｂに金属ボルト９０を安定した状態で保持するためであり
、圧縮されない。
【００３０】
　以上のワイヤ式ウインドレギュレータ１０は、ワイヤガイド部材５０が金属ボルト（固
定部材）９０を支持し、ガイドレール２０は、スリット２５に金属ボルト９０が挿通され
ていて、金属ボルト９０は、ガイドレール２０及びワイヤガイド部材５０を車両のドアパ
ネルに固定している。すなわち、ワイヤガイド部材５０の挿入部５１にガイドレール２０
を挿入し、支持部５２に金属ボルト９０を支持した状態で、図５、図６に示すように、ガ
イドレール２０及びワイヤガイド部材５０が車両のドアパネル（インナパネル）１００に
、金属ボルト９０及びナット９３によって共締め固定される。具体的には、金属ボルト９
０の雄ねじ部９２を車両のドアパネル１００に形成してある締結穴１０１に挿入し、締結
穴１０１から突出した雄ねじ部９２にナット９３を螺合させてガイドレール２０が車両の
ドアパネル１００に固定される。ガイドレール２０とワイヤガイド部材５０は、金属ボル
ト９０を介して車両のドアパネル１００に固定されているので、ガイドレール２０に荷重
が作用しても、ワイヤガイド部材５０が変形するなどのおそれが少ない。
【００３１】
　この固定状態では、金属ボルト９０の締結頭部９１、ガイドレール２０の車両前後方向
レール部２２及び車両のドアパネル１００が順に接触（メタルタッチ）し、ワイヤガイド
部材５０には圧縮力が加わらない。また、このときには、ワイヤガイド部材５０の閉塞部
５２ａの内面５２ａ１と締結頭部９１の上端部、及びスリット２５の半円形部２５ａと雄
ねじ部９２がそれぞれ接触して、ワイヤガイド部材５０の下方移動を防ぐ。特に、スライ
ダベース３０が下降端に達して規制部（面）５５を介してワイヤガイド部材５０に下降力
が加わるとき、ワイヤガイド部材５０の下方移動を防ぐ。
【００３２】
　また、ナット９３を締めるときに、雄ねじ部９２及び締結頭部９１を介してワイヤガイ
ド部材５０に加わる回転力は主に、補強リブ５２ｅとガイドレール２０の前後位置規制レ
ール部２３との当接部及び接触リブ５１ｃとガイドレール２０の傾斜部２４ａとの当接部
によって受けられ、ワイヤガイド部材５０の回転が確実に防止される。なお、以上の実施
形態では、金属ボルト９０の締結頭部９１を矩形としたが、他の非円形形状であっても、
あるいは円形形状であってもよい。
　以上のワイヤ式ウインドレギュレータ１０は、ワイヤガイド部材５０が、挿入部５１に
挿入されたナット９３の締結頭部９１と係合して抜け止めする抜止弾性腕５２ｃを有する
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ので、挿入されたナット９３がワイヤガイド部材５０から脱落するおそれがなくなり、組
立て作業が容易になる。
【００３３】
　以上のワイヤ式ウインドレギュレータ１０は、ワイヤガイド部材５０の挿入部５１にガ
イドレール２０を挿入する作業と、金属ボルト９０を装着（有底溝５２ｂとスリット２５
に挿入）する作業が独立しているので、組立て作業が容易である。
【００３４】
　以上の実施形態は、ワイヤ式ウインドレギュレータ１０の下端部のワイヤガイド部材５
０に本発明を適用したものであるが、本発明は、上端部のワイヤガイド部材に適用するこ
ともできる。
【符号の説明】
【００３５】
１０　ワイヤ式ウインドレギュレータ
２０　ガイドレール
２１　２２　車両前後方向レール部
２３　前後位置規制レール部（縦壁部）
２４　フック状レール部
２４ａ　傾斜部（縦壁部）
２４ｂ　前後方向レール部
２５　スリット
２５ａ　半円形部
３０　スライダベース（ガラスキャリア）
４０　プーリブラケット
４２　ガイドプーリ
４４　プーリ支持軸
５０　ワイヤガイド部材
５１　挿入部（溝）
５１ａ　傾斜部
５１ｂ　前後方向部
５１ｃ　接触リブ（リブ）
５２　支持部
５２ａ　閉塞部
５２ｂ　有底溝
５２ｂ１　車両前後方向壁
５２ｂ２　車幅方向壁
５２ｃ　抜止弾性腕（弾性係止部材）
５２ｅ　補強リブ（リブ）
５３　チューブ挿入筒部
５４　ワイヤガイド溝
５５　規制部（面）
５６　外れ防止爪
６０　ドラムハウジング
７０　駆動ドラム
８０　モータユニット（ワイヤ駆動機構）
９０　金属ボルト（固定部材）
９１　締結頭部
９１ａ　面取り
９２　雄ねじ部
９３　ナット
１００　車両のドアパネル（インナパネル）
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Ｗ１　駆動ワイヤ
Ｗ１Ｔ　アウタチューブ
Ｗ２　駆動ワイヤ
Ｗ２Ｔ　アウタチューブ

【図１】 【図２】
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